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ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
住
吉
具
慶
筆
「
徒
然
草
図
」

に
つ
い
て

下　

原　

美　

保*

（
二
〇
一
一
年
十
月
二
十
五
日　

受
理
）
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要
約

　

本
論
で
は
、
か
つ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
（
一
八
五
〇

～
一
九
二
六
）
が
所
蔵
し
、
現
在
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
保
管
さ
れ
て
い

る
「
物
語
図
断
簡
」（Section from

 an unidentified illustrated narrative

）

（m
faN

o.11.7156

）
が
、
徒
然
草
一
八
三
段
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
手
が
け

た
の
は
住
吉
具
慶
（
一
六
三
一
～
一
七
〇
五
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
が
、具
慶
筆「
徒
然
草
図
下
絵
」（
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
）と
、

寸
法
や
同
段
の
図
様
、
絵
画
的
特
徴
（
表
情
豊
か
で
癖
の
あ
る
顔
貌
描
写
、
状

況
に
あ
わ
せ
て
様
々
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
登
場
人
物
、
逐
語
的
で
劇
的
な
演
出
方

法
等
）が
近
似
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、同
じ
理
由
で
、「
徒
然
草
図
」（
個

人
蔵
）、「（
同
）」（
江
戸
千
家
蔵
）、「（
同
）」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
三
本
も
、

具
慶
の 

「
徒
然
草
図
下
絵
」
を
底
本
と
し
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
、
住
吉
派

で
編
纂
さ
れ
た
﹃
倭
錦
﹄
具
慶
の
条
の
「
徒
然
草
大
色
帋
数
有
」
と
は
、
こ
れ

ら
一
連
の
作
品
を
指
す
も
の
と
推
測
し
た
。

　
　キ

ー
ワ
ー
ド
： 

住
吉
具
慶
、
徒
然
草
図
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー　

原
著
論
文

*　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部　

教
授
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は
じ
め
に

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
「
物
語
図
断
簡
」（Section from

 an unidentified 

illustrated narrative

）（m
faN

o.11.7156

）
と
題
さ
れ
た
作
品
（
図
１
）
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
か
つ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ

ゲ
ロ
ー
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
六
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が

当
館
の
記
録
に
よ
り
わ
か
っ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
の
名
家
に
生
ま
れ
た
ビ
ゲ

ロ
ー
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
後
、
細
菌
学
研
究
の
た
め
に
、
パ
リ
の

パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
に
留
学
し
た
。
そ
こ
で
動
物
学
者
で
あ
り
日
本
陶
磁
器

の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス

（
一
八
三
八
～
一
九
二
五
）
の
講
演
に
深
く
感
銘
を
受
け
、七
年
間
（
一
八
三
八

～
一
八
八
八
）
の
日
本
滞
在
中
に
絵
画
、
彫
刻
、
染
織
、
刀
剣
類
な
ど
数
万

点
に
わ
た
る
品
々
を
収
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
～

一
九
一
三
）
の
日
本
美
術
院
創
設
に
際
し
て
は
、
自
ら
二
万
円
を
寄
付
す
る
な

ど
、
日
本
の
美
術
界
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
に
お
け
る
日
本
部
創
設
の
た
め
に
尽
力
し
、
彼
が
日
本
で
収
集
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
一
九
一
一
年
に
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
作
品

（
以
後
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
称
す
る
）
も
、
そ
の
中
の
一
点
で
あ
る
。

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
﹃
ボ
ス
ト
ン
美
術
館　

日
本
美

術
調
査
図
録　

第
２
次
調
査　

江
戸
時
代　

狩
野
派
／
土
佐
・
住
吉
・
復
古
大

和
絵
派
／
肉
筆
浮
世
絵
／
曽
我
蕭
白
・
伊
藤
若
冲
／
近
代
﹄（
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・

モ
ー
ス　

辻　

惟
夫
ほ
か
編
著　

講
談
社　

一
九
九
七
年
）で
、基
本
的
な
デ
ー

タ
と
「
住
吉
具
慶
様
式
の
物
語
絵
の
断
簡
が
１
枚
の
み
残
っ
た
も
の
」
と
の
所

見
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
も
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「YA

M
ATO

-E 

か
ら
み
る
日
・
英
・

米
の
日
本
美
術
史
観
に
関
す
る
比
較
研
究
」
の
助
成
を
受
け
、
二
〇
一
〇
年
八

月
に
本
作
品
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。

　

そ
の
後
、
住
吉
具
慶
筆
徒
然
草
図
諸
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
作
者
、
題
材
名

と
も
に
不
確
定
で
あ
っ
た
本
作
品
が
、
徒
然
草
一
八
三
段
を
絵
画
化
し
た
も
の

で
、
手
が
け
た
の
は
住
吉
具
慶
（
一
六
三
一
～
一
七
〇
五
）
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
検
証
で
あ
る
。

１　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
現
状

　

本
作
品
は
、
縦
二
九
・
三
糎
、
横
一
九
・
六
糎
の
紙
本
に
、
鮮
麗
な
彩
色
で
物

語
の
一
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
て
お
り
、
落
款
、
印
章
は
無
い
。
現
状
は
マ
ク
リ

で
あ
り
、
表
装
の
痕
跡
が
見
出
せ
な
い
た
め
、
制
作
当
初
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
作
品
の
画
面
中
央
に
は
、
荷
降
ろ
し
を
手
伝
う
男
に
突
然
馬
が
噛
み
つ
く

場
面
が
、
下
方
に
は
黒
い
牛
が
暴
れ
る
場
面
が
配
さ
れ
て
い
る
。
往
来
で
は
、

頭
に
籠
を
の
せ
た
女
性
、
数
珠
を
手
に
し
た
尼
僧
、
荷
物
を
背
負
っ
た
男
、
赤

い
太
鼓
を
天
秤
棒
で
担
い
だ
芸
人
、
童
子
を
連
れ
た
公
卿
な
ど
が
行
き
交
い
、

突
然
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
驚
き
、
逃
げ
惑
っ
て
い
る
。
ま
た
、
邸
の
門
前
で
は
、

騒
動
を
聞
き
付
け
た
老
人
が
暴
れ
た
馬
を
指
差
し
、
そ
の
傍
ら
で
は
米
俵
を
担

ぐ
男
が
迷
惑
そ
う
に
睨
む
。
画
面
右
下
に
は
簡
易
な
店
舗
が
配
さ
れ
、
童
子
を

連
れ
た
尼
僧
が
買
い
物
を
し
、
竹
垣
の
裏
に
は
鎖
に
繋
が
れ
た
犬
が
伏
し
て
い

る
。

　

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
本
作
品
は
徒
然
草
一
八
三
段
が
絵
画
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。こ
の
段
に
対
応
す
る
テ
ク
ス
ト（
注
１
）は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

 

人
觗
く
牛
を
ば
角
を
截
り
、
人
喰
ふ
馬
を
ば
耳
を
截
り
て
、
そ
の
幖
と
す
。
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幖
を
附
け
ず
し
て
人
を
傷
ら
せ
ぬ
る
は
、
主
の
咎
な
り
。
人
喰
う
犬
を
養
ひ

飼
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
皆
、
咎
あ
り
。
律
の
戒
め
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、「
人
に
つ
っ
か
か
る
牛
は
角
を
切
り
と
り
、
人
に
か
み
つ
く
馬

は
、
耳
を
切
り
取
っ
て
、
そ
の
目
じ
る
し
と
す
る
。
こ
の
目
じ
る
し
を
つ
け
な

い
で
人
に
危
害
を
与
え
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
そ
の
飼
い
主
の
罪
で
あ
る
。
ま

た
、
人
に
か
み
つ
く
犬
を
ば
、
育
て
飼
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ

て
、
罪
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昔
か
ら
の
律
に
あ
る
禁
制
な
の
で
あ
る
」（
注
２
）

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
本
作
品
で
は
、暴
走
す
る
牛（
角
が
切
ら
れ
て
い
る
）や
、

人
を
噛
む
馬
、
あ
る
べ
き
犬
の
飼
い
方
と
し
て
、
鎖
に
繋
が
れ
た
犬
が
描
か
れ

て
い
る
。

　
２　

筆
者
に
つ
い
て
の
検
討

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
特
徴
は
、
表
情
豊
か
で
癖
の
あ
る
顔
貌
描
写
、
特

に
、
引
目
鉤
鼻
か
ら
脱
し
、
小
鼻
や
鼻
の
穴
ま
で
描
い
た
実
人
物
的
表
現
（
注

３
）、
下
膨
れ
で
団
子
鼻
の
女
性
の
顔
貌
、
登
場
人
物
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
様
々

な
ポ
ー
ズ
を
と
る
体
躯
、
瓢
箪
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
手
足
の
筋
肉
表
現
等

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
住
吉
具
慶
（
一
六
三
一
～
一
七
〇
五
）
の

人
物
描
写
の
特
徴
に
重
な
る
。
住
吉
派
は
土
佐
派
か
ら
分
派
し
、
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
に
設
立
さ
れ
た
流
派
で
あ
り
、
具
慶
は
わ
ず
か
二
代
目
に
し
て

幕
府
の
御
用
絵
師
に
就
任
し
た
絵
師
で
あ
る
。
先
述
し
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
調

査
図
録
で
の
所
見
「
住
吉
具
慶
様
式
の
物
語
絵
」
も
、
具
慶
作
品
の
こ
の
よ
う

な
特
徴
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
の
証
左
と
な
る
の
が
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
下
絵
」

（
以
下
、
具
慶
Ａ
本
と
す
る
）（
注
４
）
の
存
在
で
あ
る
。

　

具
慶
Ａ
本
は
、
各
葉
の
縦
が
二
八
糎
、
横
が
一
八
糎
前
後
の
紙
本
に
、
徒
然

草
の
各
場
面
を
墨
画
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
マ
ク
リ
の
状
態
で
九
六

葉
揃
っ
て
お
り
、徒
然
草
二
二
四
段
中
八
二
段
が
確
認
さ
れ
る
。
具
慶
Ａ
本
は
、

濃
墨
線
だ
け
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
描
き
直
し
の
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
細
部

ま
で
丁
寧
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
白
描
画
に
お
け
る
本
画
の
よ
う
な
完
成
度

で
あ
る
が
、
画
面
枠
外
に
段
落
数
や
覚
書
が
見
ら
れ
、
登
場
人
物
の
顔
の
向
き

を
訂
正
し
た
紙
片
（
六
〇
段
）
が
添
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
具
慶
Ａ
本
が
下
絵

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

具
慶
Ａ
本
も
、
落
款
、
印
章
が
な
く
、
添
付
資
料
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
具
慶
作
品
に
特
徴
的
な
人
物
表
現
が
具
慶
Ａ
本
に
も
見
出
さ

れ
、
ま
た
、
反
転
し
た
図
様
が
、
具
慶
法
橋
時
代
の
基
準
作
で
あ
る
「
徒
然
草

図
画
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵　

以
下
、
具
慶
Ｂ
本
と
す
る
）に
見
出
せ
る（
注

５
）
こ
と
よ
り
、
具
慶
の
真
筆
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

図
２
は
具
慶
Ａ
本
中
の
一
葉
で
あ
る
。
両
本
と
も
縦
長
の
画
面
で
、
寸
法
も

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

　

画
面
の
構
図
に
注
目
す
る
と
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
上
部
に
は
、
先
端
が

丸
く
並
行
に
た
な
び
く
金
雲
が
配
さ
れ
て
お
り
、
具
慶
Ａ
本
に
も
同
様
の
雲
形

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

両
本
と
も
に
、
画
面
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
斜
め
に
往
来
が
描
か
れ
、
左

方
に
邸
が
（
建
物
の
構
造
は
両
者
で
異
な
る
）、
右
方
に
店
舗
が
配
さ
る
と
い

う
構
図
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
中
央
に
は
、
人
を
噛
む
馬
と
暴
れ
出
す
黒
牛
が

描
か
れ
、
往
来
の
人
物
（
頭
に
籠
を
載
せ
た
女
、
後
ろ
髪
を
一
つ
に
ま
と
め
両

手
を
広
げ
た
童
子
、
被
（
か
つ
ぎ
）
を
被
っ
て
振
り
返
る
女
性
、
太
鼓
を
担
い

だ
芸
人
、
童
子
を
連
れ
た
公
卿
）
や
、
さ
ら
に
は
画
面
右
下
の
鎖
で
繋
が
れ
た
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犬
の
描
写
ま
で
一
致
し
て
い
る
。

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
具
慶
Ａ
本
で
は
、
全
体
の
構
図
や
往
来
の
人
物
、
動

物
の
表
現
等
が
近
似
す
る
た
め
、
両
者
は
制
作
過
程
に
お
い
て
近
い
関
係
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
、
具
慶
が
手
掛
け
た
徒
然
草
図
諸
本
と
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
本
と
を
照
合
し
て
み
た
い
。

３　

�

具
慶
筆
徒
然
草
図
諸
本
の
中
で
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
位
置
づ

け

　

徒
然
草
図
は
、
住
吉
具
慶
の
み
な
ら
ず
、
父
如
慶
も
数
多
く
手
掛
け
た
画
題

で
あ
る
。
同
派
で
編
纂
さ
れ
た
﹃
倭
錦
﹄
の
具
慶
の
条
に
は
「
徒
然
草
大
色
帋

数
有
」
と
、
父
如
慶
の
条
に
も
「
徒
然
草
数
々
」
と
あ
り
、
徒
然
草
図
制
作
は

同
派
に
お
け
る
制
作
活
動
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　

以
前
、
筆
者
は
拙
稿
（
注
６
）
の
中
で
、
住
吉
如
慶
・
具
慶
筆
徒
然
草
図
諸

本
に
お
け
る
具
慶
Ａ
本
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
本
論
で
も
、
こ
れ
に
基
づ
き

な
が
ら
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
検
討
を
行
い
た
い
。

　

以
下
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
以
外
の
具
慶
が
手
掛
け
た
徒
然
草
図
の
概
要
で

あ
る
（
注
７
）。

「
徒
然
草
図
下
絵
」（
斎
宮
歴
史
博
物
館
）（
具
慶
Ａ
本
）

　

九
六
葉　

紙
本
墨
画　

マ
ク
リ　

縦
約
二
八
糎　

横
約
一
八
糎

「
徒
然
草
図
画
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
）（
具
慶
Ｂ
本
）

　

一
冊　

絹
本
着
色　

画
帖　

縦
一
七
・
五
糎　

横
二
四
・
二
糎

「
徒
然
草
図
」（
個
人
）（
以
下
、
具
慶
Ｃ
本
と
す
る
）

　

一
幅　

紙
本
着
色　

掛
幅　
（
絵
画
）
縦
三
一
・
六
糎　

横
一
九
・
八
糎

　
（
詞
書
）
縦
二
四
・
二
糎　

横
一
九
・
八
糎

「
徒
然
草
図
」（
江
戸
千
家
）（
以
下
、
具
慶
Ｄ
本
と
す
る
）

　

一
幅　

紙
本
着
色　

掛
幅　
（
絵
画
）
縦
二
九
・
一
糎　

横
一
九
・
五
糎

　
（
詞
書
）
縦
二
九
・
一
糎　

横
一
九
・
九
糎

「
徒
然
草
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）（
以
下
、
具
慶
Ｅ
本
と
す
る
）

　

一
葉　

紙
本
着
色　

マ
ク
リ　

縦
二
八
・
六
糎　

横
一
九
・
三
糎

「
徒
然
草
其
他
下
絵
」（
東
京
藝
術
大
学
）（
以
下
、
具
慶
Ｆ
本
と
す
る
）

　

二
巻　

紙
本
墨
画　

巻
子　

　
（
上
巻
）
縦
三
一
・
二
糎　
（
下
巻
）
縦
三
一
・
四
糎

　

巻
末
に
上
記
六
件
の
詞
書
筆
者
、
収
録
段
落
数
を
含
め
た
表
を
提
示
し
た
。

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　　

具
慶
Ａ
本
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
同
年
代
の
徒
然
草
図
の
中

で
も
、
海
北
友
雪
（
一
九
五
八
～
一
六
七
七
）
筆
「
徒
然
草
絵
巻
」（
個
人
蔵

　

五
七
段
を
除
き
全
て
絵
画
化
）
に
次
ぐ
段
落
数
を
有
し
、
具
慶
の
制
作
活
動

の
み
な
ら
ず
、
近
世
初
期
の
徒
然
草
図
制
作
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
下
絵

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

具
慶
Ｂ
本
は
、
徒
然
草
か
ら
五
〇
段
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
詞
書
と
絵
が
見

開
き
に
な
る
よ
う
添
付
さ
れ
て
い
る
。
絵
画
部
分
に
落
款
（「
法
橋
具
慶
筆
」）・

印
章
（「
住
吉
畫
所
」
朱
文
方
印
）
を
有
し
、
松
原
茂
氏
に
よ
っ
て
、
飛
鳥
井

雅
章
（
一
六
一
一
～
七
九
）
の
孫
娘
清
姫
（
？
～
一
七
一
一
）
が
、
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
に
福
井
藩
主
松
平
綱
昌
（
一
六
六
一
～
九
九
）
の
も
と
へ
嫁
い
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だ
際
、
制
作
さ
れ
た
輿
入
れ
道
具
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
８
）。

具
慶
Ａ
本
こ
そ
具
慶
Ｂ
本
の
底
本
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
画
面
の
縦
横
比

が
異
な
る
た
め
（
具
慶
Ａ
本
は
縦
長
、
具
慶
Ｂ
本
は
横
長
）、
全
体
の
構
図
も

異
な
る
。
縦
長
の
具
慶
Ａ
本
で
は
、
余
白
に
な
り
が
ち
な
画
面
上
下
を
霞
や
遠

景
で
処
理
し
て
い
る
が
、
具
慶
Ｂ
本
に
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
見
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
九
段
、
二
七
段
、
六
九
段
、
一
一
〇
段
の
図
様
に
つ
い
て
は
両
者
で
全
く

異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事
物
の
描
き
込
み
の
度
合
い
も
具
慶
Ａ
本
の
方
が

具
慶
Ｂ
本
よ
り
は
る
か
に
豊
か
で
あ
り
、
具
慶
Ａ
本
が
Ｂ
本
の
底
本
で
あ
る
と

は
考
え
に
く
い
。

　

具
慶
Ａ
本
を
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
な
底
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
が
、
具
慶
Ｃ
本
、
Ｄ
本
、
Ｅ
本
で
あ
る
。

　

具
慶
Ｃ
本
は
掛
幅
装
の
作
品
で
、
徒
然
草
の
一
〇
五
段
に
取
材
し
て
い
る
。

画
面
に
は
高
貴
な
男
女
が
御
堂
の
廊
下
で
何
事
か
を
話
し
、
三
人
の
従
者
た

ち
が
興
味
深
げ
に
覗
き
こ
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
上
部
に
は
テ
ク

ス
ト
の
一
部
が
記
さ
れ
て
お
り
、
添
状
よ
り
皇
女
宗
栄
女
王
（
一
六
五
八
～

一
七
二
一
）
が
筆
を
染
め
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

具
慶
Ｄ
本
も
掛
幅
装
の
作
品
で
、
徒
然
草
の
六
二
段
に
取
材
し
て
い
る
。
画

面
に
は
、
父
親
に
文
を
書
く
幼
い
皇
女
と
、
庭
で
蝶
を
追
う
皇
女
（
同
一
人

物
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
の
画
面
右
側
に
は
本
段
の
テ
ク
ス
ト
の
一
部
と

徒
然
草
の
注
釈
書
で
あ
る
﹃
な
ぐ
さ
み
草
﹄（
松
永
貞
徳
著　

跋
文
・
慶
安
五

年
︹
一
六
五
二
︺）
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

具
慶
Ｅ
本
は
、
マ
ク
リ
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
徒
然
草
の
一
二
五
段

に
取
材
し
て
お
り
、画
面
に
は
、説
法
を
終
え
た
ば
か
り
の
聖
人
の
こ
と
を
、「
唐

の
狗
に
似
候
ひ
な
ん
」
と
人
々
が
笑
い
あ
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

三
本
と
も
、
徒
然
草
の
あ
る
段
落
の
み
を
取
り
上
げ
て
絵
画
化
し
て
お
り
、

画
面
の
寸
法
も
近
く
、
鮮
や
か
な
顔
料
を
用
い
な
が
ら
、
事
物
を
細
部
ま
で
描

き
込
む
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
落
款
、
印
章
を
欠
い
て
い
る

が
、
具
慶
Ａ
本
と
三
本
の
同
段
と
を
比
較
す
る
と
、
建
物
の
構
図
か
ら
人
物
配

置
、
登
場
人
物
の
人
数
ま
で
、
そ
の
図
様
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
具
慶
の
人
物
表
現

に
共
通
す
る
上
記
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

よ
り
、三
本
と
も
具
慶
が
手
掛
け
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

具
慶
Ａ
本
が
下
絵
で
あ
る
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
同
本
は
具

慶
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
本
の
直
接
的
、
あ
る
い
は
間
接
的
な
底
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

　

こ
れ
ら
三
本
と
、
寸
法
や
絵
画
的
特
徴
に
お
い
て
近
似
す
る
の
が
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
本
で
あ
る
。
上
記
し
た
通
り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
寸
法
は
縦
が

二
九
・
三
糎
、
横
が
一
九
・
六
糎
で
、
表
情
豊
か
な
癖
の
あ
る
顔
貌
描
写
、
様
々

な
ポ
ー
ズ
を
と
る
体
躯
の
表
現
が
、
具
慶
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
本
の
人
物
像
に
近
い
。

よ
っ
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
こ
れ
ら
三
本
と
は
、
具
慶
Ａ
本
を
底
本
と
し

た
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

が
一
組
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
、
底
本
と
な
る
具
慶
Ａ
本
か
ら
、
求
め
に

応
じ
て
個
別
に
絵
画
化
さ
れ
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、﹃
倭
錦
﹄
の
「
一　

徒
然
草
大
色
帋
数
数
」
と
は
、
こ
れ
ら
一

連
の
作
品
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
や
具
慶
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
本
の
よ
う
に
、
複
数
の
段
を
収
録

し
た
説
話
や
、
物
語
を
数
段
抽
出
し
て
、
あ
る
い
は
、
あ
る
段
だ
け
を
取
り
上

げ
て
、
独
立
し
た
作
品
と
す
る
の
は
、
具
慶
に
と
っ
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

源
氏
物
語
を
例
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
や
個
人
が
所
蔵
す
る
「
源
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氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」
は
、
源
氏
五
十
四
帖
よ
り
「
初
音
」、「
常
夏
」、「
野
分
」、

「
行
幸
」、「
若
菜
上
」
を
選
び
、
四
季
の
賀
を
盛
り
込
ん
だ
源
氏
絵
で
あ
り
、

朧
月
夜
の
君
だ
け
を
描
い
た
源
氏
絵
も
存
在
し
て
い
る
（
注
９
）。
こ
の
他
、

伊
勢
物
語
で
も
一
場
面
だ
け
を
取
り
上
げ
た
「
在
原
業
平
観
梅
図
」（
フ
リ
ア

美
術
館
蔵
）
や
「
富
士
見
業
平
図
」（
個
人
蔵
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
、
新
た
な
宮
廷
文
化
の
享
受
者
と
な
っ
た
将
軍
家
や
大
名
家
か
ら
の
数
多

く
の
需
要
に
応
じ
、
古
典
物
語
絵
が
簡
略
化
さ
れ
た
結
果
と
も
推
測
さ
れ
る
。

近
世
に
お
け
る
古
典
受
容
や
編
集
の
在
り
方
を
示
す
事
例
と
し
て
、
注
目
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

４　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
絵
画
化
と
そ
の
特
徴

　

以
前
、
拙
稿
（
注
10
）
で
も
触
れ
た
が
、
具
慶
が
手
掛
け
た
徒
然
草
図
諸
本

の
特
徴
は
、
テ
ク
ス
ト
を
逐
語
的
に
絵
画
化
し
、
享
受
者
を
意
識
し
た
劇
的
演

出
を
盛
り
込
む
点
に
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
場
合
も
、「
人
觗
く
牛
を

ば
角
を
截
り
」
に
対
し
て
、
角
先
を
切
ら
れ
た
黒
牛
が
左
右
か
ら
二
人
の
男
に

押
さ
え
ら
れ
る
様
子
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
人
喰
ふ
馬
を
ば
耳
を

截
り
て
、
そ
の
幖
と
す
。」
に
対
し
て
は
、
荷
降
ろ
し
中
の
男
性
に
、
黒
い
馬

が
喰
い
つ
き
、
邸
の
玄
関
先
に
い
た
老
人
が
米
俵
を
担
ぐ
隣
の
男
性
に
指
さ
し

な
が
ら
何
か
を
語
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。詞
書
の
続
き
に
あ
る「
幖

を
附
け
ず
し
て
人
を
傷
ら
せ
ぬ
る
は
、
主
の
咎
な
り
。」
と
で
も
語
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
、
そ
の
様
子
が
い
か
に
迷
惑
で
あ
る
か
を
強
調
す

る
か
の
よ
う
に
、
黒
馬
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
男
や
、
こ
の
場
か
ら
逃
げ
去

ら
ん
と
両
手
を
上
げ
て
慌
て
ふ
た
め
く
男
、
あ
き
れ
顔
の
女
性
等
が
描
き
込
ま

れ
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
劇
的
に
盛
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
人
喰
う
犬

を
養
ひ
飼
ふ
べ
か
ら
ず
。」
に
対
し
て
は
、
鎖
に
繋
が
れ
た
犬
が
画
面
右
下
に

小
さ
く
描
か
れ
、
鑑
賞
者
の
視
線
を
そ
の
場
面
に
導
く
よ
う
に
、
一
人
の
童
子

が
店
先
の
窓
か
ら
そ
の
様
子
を
眺
め
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
で
も
、
他
の
具
慶
作
品
同
様
、
テ
ク

ス
ト
を
逐
語
的
に
、
な
お
か
つ
劇
的
に
演
出
す
る
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
底
本
で
あ
っ
た
具
慶
Ａ
本
の
図
様
は
、
当
時
、
刊

行
さ
れ
た
松
永
貞
徳
著
﹃
な
ぐ
さ
み
草
﹄（
跋
文
・
慶
安
五
年
︹
一
六
二
一
︺）

や
﹃
首
書
つ
れ
づ
れ
草
﹄（
元
禄
三
年
︹
一
六
九
〇
︺
等
と
い
っ
た
徒
然
草
の

注
釈
書
に
あ
る
挿
絵
や
注
釈
文
、
あ
る
い
は
、
当
時
の
国
文
学
者
で
具
慶
と
も

交
友
関
係
に
あ
っ
た
北
村
季
吟
（
一
六
二
四
～
一
七
〇
五
）
等
か
ら
得
ら
れ
た

情
報
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

往
来
の
人
物
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
や
男
女
、
年
齢
の
差
な
ど

に
よ
っ
て
、
衣
装
や
髪
形
な
ど
が
細
か
に
描
き
分
け
ら
れ
、
こ
の
中
に
は
、
赤

い
太
鼓
を
担
い
だ
芸
人
や
、魚
や
海
老
の
入
っ
た
籠
を
頭
に
の
せ
る
女
性
な
ど
、

先
行
作
品
の
引
用
と
い
う
よ
り
、
実
際
の
観
察
に
よ
っ
て
知
り
得
た
で
あ
ろ
う

風
俗
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
先
学
に
よ
っ
て
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、当
世
の
風
俗
描
写
は
具
慶
が
最
も
得
意
と
し
た
分
野
で
、「
都
鄙
図
巻
」

諸
本
を
は
じ
め
、「
箱
崎
八
幡
縁
起
絵
」（
筥
崎
宮
）
や
「
元
三
大
師
縁
起
絵
巻
」

（
寛
永
寺
蔵
）
な
ど
、
多
く
の
作
品
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
作
品
は
落
款
、
印
章
が
な
く
、
表
装
さ
れ
る
以
前
の
マ
ク
リ
の
小
品
で
あ

る
も
の
の
、
表
情
豊
か
な
人
物
表
現
や
テ
ク
ス
ト
の
逐
語
的
絵
画
化
、
画
面
を

盛
り
上
げ
る
劇
的
演
出
、
当
世
風
俗
の
活
写
な
ど
、
具
慶
作
品
の
特
徴
が
凝
縮

さ
れ
た
優
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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小
括

　

本
論
で
は
、
住
吉
具
慶
筆
徒
然
草
図
諸
本
よ
り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
は
住

吉
具
慶
が
手
掛
け
た
徒
然
草
図
一
八
三
段
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
ま
た
、

そ
の
底
本
は
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
具
慶
筆
「
徒
然
草
図
下
絵
」
で
あ
り
、
個
人

や
江
戸
千
家
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
徒
然
草
図
」
と
同
じ
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
は
マ
ク
リ
の
状
態
で
あ

り
、
落
款
・
印
章
が
無
い
こ
と
で
作
者
や
画
題
が
特
定
さ
れ
ず
、
現
在
に
至
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
他
に
も
作
者
や

画
題
不
明
の
作
品
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら

が
発
見
さ
れ
、
具
慶
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
、
小
論
は
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず

筆
を
お
き
た
い
。

︹
附
記
︺

　

本
論
は
、
平
成
二
〇
年
～
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

「YA
M

ATO
-E 

か
ら
み
る
日
・
英
・
米
の
日
本
美
術
史
観
に
関
す
る
比
較
研
究
」

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

本
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
学
芸
員
ア
ン
・
ニ
シ

ム
ラ
・
モ
ー
ス
氏
、
当
館
学
芸
員
補
佐
エ
レ
ン
・
タ
カ
タ
氏
、
斎
宮
歴
史
博
物

館
学
芸
員
榎
村
寛
之
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
た
い
。

注注 

１　
﹃
日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書　

徒
然
草
全
注
釈　

下
巻
﹄（
安
良
岡
康
作　

角
川

書
店　

昭
和
五
二
年
）

注
２　

注
１
よ
り
引
用
し
た

注 

３　

榊
原
悟
「
住
吉
派
解
題
﹃
源
氏
絵
﹄

－

附
諸
本
詞
書

－

」（﹃
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
﹄

三
号　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

平
成
元
年
一
二
月
）

注 

４　

概
要
に
つ
い
て
は
、
榎
村
寛
之
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
︹
徒
然
草
下
絵
（
仮
題
）
に

つ
い
て
︺」（﹃
斎
宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
﹄
一
三　

斎
宮
歴
史
博
物
館　

平
成
一
六
年
三

月
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

注 

５　

具
慶
Ａ
本
の
六
八
段
（
大
根
の
顔
を
し
た
武
者
が
「
な
に
が
し
の
押
領
使
」
を
助
け

る
段
）
と
具
慶
Ｂ
本
の
同
段
の
図
様
は
、
部
分
的
に
は
異
な
る
も
の
の
、
反
転
し
た
図
様

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

注 

６　

拙
稿
「
住
吉
具
慶
の
徒
然
草
図
制
作
に
つ
い
て

－

斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
︹
徒
然
草
図

下
絵
︺
を
中
心
に

－

」（﹃
デ　

ア
ル
テ
﹄
二
二
号　

九
州
藝
術
学
会　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

注
７　

注
３
を
参
考
に
し
た

注 

８　

松
原
茂「
住
吉
具
慶
筆︹
徒
然
草
図
画
帖
︺

－

制
作
期
と
そ
の
背
景

－

」（﹃M
U

SEU
M

﹄

三
八
七
号　

昭
和
五
八
年
六
月
）

注
９　
「
源
氏
物
語　

朧
月
夜
の
君
図
」（
個
人
蔵
）

注 

10　

注
６
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図２　徒然草図下絵（部分）
（斎宮歴史博物館蔵）

図１　住吉具慶筆「徒然草図」（ボストン美術館蔵）
photograph Ⓒ 2012 Museum of Fine Arts, Bostom
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表　住吉具慶筆徒然草図諸本

本論での
呼　　称

作品名
員　数

品質・形状

寸法
（cm）

作者
（）は推定 詞書筆者 収録段数 制作

年代 所蔵者 挿図
No.

具慶A本 徒然草図下
絵
96葉
紙本墨画
マクリ

縦　約28
横　約18

（住吉具慶） 詞書無し １・３・８・９・10・13・14・
16・17・23・27・40・45・47・
48・51・52・53・54・59・60・
62・66・67・68・69・70・73・
77・80・83・84・87・89・90・
9 2・9 3・9 5・9 6・9 9・1 0 1・
102・103・104・105・106・
107・109・111・114・115・118・
119・120・121・125・128・
129・134・135・137・138・
139・141・144・149・152・
153・154・158・162・171・
173・175・177・180・181・
183・184・185・208・213（下線
部は同段を二葉絵画化。この他
六葉については段落の確定出来
ず）

不詳 斎宮歴史
博物館

2

具慶B本 徒然草画帖
一冊
絹本着色
画帖

縦　17.5
横　24.2

住吉具慶 鷹司房輔・
妙 法 院 堯
恕・大炊御
門経光・飛
鳥井雅章・
千種有能

他45名

序・１・３・５・８・９・13・
15・18・22・31・32・39・40・
43・45・62・67・68・69・71・
74・76・80・81・101・103・
109・110・117・119・131・145・
146・151・154・164・166・
173・174・181・189・216・
218・225・234・235・237・245

延宝6年
（1678）

東京国立
博物館

－

具慶C本 徒然草図
一幅
紙本着色
掛幅

（絵画）
縦　31.6
横　19.8
（詞書）
縦　24.2
横　19.8

（住吉具慶） 宗栄女王 105 不詳 個人 －

具慶D本 徒然草図
一幅
紙本着色
掛幅

（絵画）
縦　29.1
横　19.5
（詞書）
縦　29.1
横　19.9

（住吉具慶） 詞 書 有 り
（筆者不詳）

62 不詳 江戸千家 －

具慶E本 徒然草図
一葉
紙本着色
マクリ

縦　28.6
横　19.3

（住吉具慶） 詞書無し 125 不詳 東京国立
博物館

－

具慶F本 徒然草其他
下絵
二巻
紙本墨画
巻子

（上巻）
天地　31.2
（中巻）
天地　30.5
（下巻）
天 地　30.5
　

（住吉具慶） 詞書無し 不詳 東京藝術
大学

－

ボストン
美術館本

徒然草図
一葉
紙本着色
マクリ

縦　29.3
横　19.6

（住吉具慶） 詞書無し 183 不詳 ボストン
美術館

1

（拙稿「住吉具慶の徒然草図制作について－斎宮歴史博物館蔵〔徒然草図下絵〕を中心に－」（『デ　アルテ』22号　九州藝
術学会　2006年 3月）で作成した表を一部改訂して掲載した）


